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組み立てのポイント

ネジは最初からきつく締めないでください。
組み立ての最初の段階では、すべてのネジは半分だけ締めてください。

最初からきつく締めると、他のネジ穴の位置が合わなくなったり、椅子が歪む恐れがあります。

対角線状にあるネジの締め付け方
①最初のネジを任意の場所に取り付け、

　その対角線上にある位置に2番目のネジを取り付ける

②残りのネジを取り付ける

敷物の上で組み立て、床面を保護
床面保護のため、敷物（カーペット、梱包の段ボール等）を

図のように本体の下に敷いて組み立てます。

全てのネジを8割程度に締めながら、
組み立てる。

最後に全てのネジをしっかり締め切る。

締め切らずに、8割
くらいに仮止め

組み上がった後に、全てのネ
ジを最後まで締め付ける。

下図の順番でネジを取り付けます。



パーツチェックリスト

ベース

チルト機構

バックサポート 六角レンチ ネジ（アームレスト用） ネジ（背もたれ上部用）

ネジ（背もたれ下部用） 背もたれアームレスト・キャップ

クッション ガイドレール用ネジ

①M6×30mm ①M6×25mm

リクライニング固定用ネジ

キャスター ガイドレール シリンダー&カバー

ヘッド枕、腰枕 アームレスト フットレスト



組み立て①
脚部の組み立て
「脚部」を「ベース」に取り付けます。
まず、脚部をベースに軽く挿入し、ベースを上から押して取り付けます。
※指を挟まないように注意してください。

キャスターとシリンダーの取り付け
キャスターを脚部に奥まで差し込みます。シリンダーとカバーを図のように取り付けます。
※キャスターは脱落防止のために固くなっています。
※シリンダーには、潤滑油が塗布されていますので、
衣服などを汚さないように注意してください。

調整機構とガイドレールの取り付け
テーブルなどの安定した場所にシート逆さに置き、あらかじめ取り付けられているネジを外して、
チルト機構とガイドレール（G）を取り付けてから、ネジを締め直します。
※ガイドレールの前後の向きにご注意ください。 

締め切らずに、8割
くらいに仮止め

キャスターが入りにくい場合は、真上からゆっくりと力を
加えてください。斜めに入らないように注意してください。

ベース

ベース

脚部

脚部



組み立て②
フットレストの取り付け
まずスチールチューブにあらかじめ取り付けられているネジを外し、フットレスト（D）をガイドレール（G）に
挿入します。フットレストがスムーズに動くことを確認したら、ネジを元の位置に戻して締めます。
※動きがスムーズでない場合は、ガイドレールのネジを緩めて角度を調節してください。スムーズに動くこ
とを確認したら、ガイドレールのネジを締めます。
※フットレストの前面と背面には段差があります。

シートクッションの取り付け
図のようにシートを脚部に組み込みます。

スチールプレート（I）を背もたれの4つの穴に合
わせ、4本のネジで固定します。

シートクッションが安定している状態で、背も
たれ（J）をチルト機構に挿入し、3本のネジで固
定します。
※合計7本のネジはパックに収納されています。

スチール・プレートは傾斜したデザインになって
います、取り付けの際はスチール・プレートが図
のように傾斜するようにはめ込んでください。

背もたれの取り付け



組み立て③

組み上がった後に、全てのネ
ジを最後まで締め付ける。

ヘッドレストと腰枕の取り付け
ヘッドレストと腰枕を図のように固定します。
ヘッドレストのストラップ（B）を背もたれの穴に通して固定します。
腰枕のベルトは背もたれとクッションの隙間に通して固定します。

アームレストの取り付け
アームレストを図のように本体に取り付けます。
背もたれが倒れない場合は、アームレストのネジ
が固すぎる可能性があります。アームレストの
ネジはネジパックに収納されています。

確認
これで組み立ては終了です。揺れや変形などがな
いか確認してください。その後、すべてのネジを固
く締めてください。



機能説明

リフトレバー

リクライニングレバー

座面を下げたいとき

座りながらレバーを上げる

体重が軽い方は座面が下がりにくいことがあります。
その場合は、座面に座って、体重を意識的に座面にかけるようにしてください。

レバーを上げて腰を浮かせる

座面を上げたいとき

後ろへ倒す 背もたれを戻す

背もたれの角度調節機能 
背もたれの角度を調節する場合は、椅子に座った状態でリクライニングレバーを操作します。
レバーを上に引くとリクライニング機能のロックが解除され、背もたれの角度が変えられます。
レバーを下げると背もたれの角度が固定されます。

破損の原因となるため、レバーを引く前に背もたれに力をかけないでください。
調整するときは、反動で意図しない部分が背もたれに当たらないように、手で背もたれを支えてください。
初めて使用するときは、レバーが固く調節が難しい場合があります。



安全に関する注意事項
安全にお使いいただくための重要な内容です。

    ① ガスシリンダーを分解したり、注油したりしないでください。
    ② ガスシリンダーに火気を近付けないでください。 
    ③ 椅子の上に立ったり、踏み台にしたり、不安定な場所に置いたりしないでください。 
    ④ 肘掛けに座ったり、背もたれに過度に体重をかけたり、座面の一部のみに座らないでください。
    ⑤ 滑りやすい床で使用しないでください。
    ⑥ 焼却すると有毒ガスが発生する可能性があります。
    ⑦ 必ず安定した平らな場所で組み立ててください。
    ⑧ キャスターや駆動部に手や指を挟まないように注意してください。
    ⑨ 椅子を回転させるときは、周囲に注意してください。
    ⑩ 本来の用途以外には使用しないでください。
    ⑪ 本製品は屋内用です。屋外での使用や水濡れは、故障やサビ、変色の原因となります。
    ⑫ 直射日光の当たる場所やストーブなどの熱の当たる場所での使用は避けてください。
    ⑬ その他、危険な行為は避けてください。

布張りのお手入れ 

柔らかいブラシでこするか、掃除機で縫い目のホコリを取り除きます。
汚れた場合は、薄めた中性洗剤を少量含ませた柔らかい布で軽く拭いてください。
その後、少量の水で湿らせたタオルで汚れを拭き取ってください。

金属・樹脂パーツのお手入れ
 
乾いたやわらかい布で拭いてください。汚れた場合は、薄めた中性洗剤で拭き、その後乾いた布で拭いて
洗剤や水分を完全に取り除いてください。


